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二
〇
二
四
年
は
、
多
く
の
国
で
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
米
国
『
タ
イ

ム
』
誌
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
六
四
の
国
と
地
域
で
国
政
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。世
界
人
口
の
四
九
％
の
人
々
が
選
挙
を
経
験
し
、

歴
史
上
最
も
多
く
の
人
が
投
票
所
に
足
を
運
ぶ
年
に
な
る
、と
い
う
。

世
界
の
注
目
が
集
ま
る
の
は
、
米
国
大
統
領
選
挙
（
一
一
月
）
と
ロ

シ
ア
大
統
領
選
挙
（
三
月
）
の
行
方
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
だ

ろ
う
。
地
域
主
要
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
月
）、イ
ン
ド
（
四

月
か
ら
五
月
）、
韓
国
（
四
月
）、
メ
キ
シ
コ
（
六
月
）
な
ど
で
も
立

て
続
け
に
国
政
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
も
年
内
に

実
施
さ
れ
る
公
算
が
高
く
、
日
本
も
政
治
資
金
問
題
の
展
開
に
よ
っ

て
は
衆
院
・
解
散
総
選
挙
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
月
七
日
に
は
、
世
界
第
八
位
＝
一
億
七
〇
〇
〇
万
も
の
人
口
を

抱
え
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
首
相
を
二
〇
年
近

く
務
め
て
き
た
シ
ェ
イ
ク
・
ハ
シ
ナ
氏
率
い
る
ア
ワ
ミ
連
盟
が
公
選

議
席
三
〇
〇
の
う
ち
二
二
二
を
獲
得
し
て
「
圧
勝
」
し
た
。
し
か
し
、

ハ
シ
ナ
氏
が
首
相
に
再
就
任
し
た
〇
九
年
以
降
、
同
国
で
は
権
威
主

義
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
。
今
回
の
選
挙
期
間
中
も
、
野
党

の
弾
圧
あ
る
い
は
有
権
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の
暴
力
的
抑
圧
が

多
数
報
告
さ
れ
、
選
挙
は
自
由
で
公
正
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最

大
野
党
は
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
対
立
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

　

日
本
か
ら
離
れ
た
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
の
遠
い
出
来
事
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
四
年
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
の
封
切
り

と
な
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
選
挙
の
一
連
の
経
過
は
、
民
主
主
義
が

後
退
し
、
権
威
主
義
が
勢
い
を
増
す
現
代
世
界
の
縮
図
を
表
し
て
い

ひ
が
し
じ
ま　

ま
さ
あ
き　
一
九
八
二
年
生
ま
れ
。

東
北
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
二
〇
二
三
年
四
月

よ
り
現
職
。
専
門
は
、
比
較
政
治
学
、
権
威
主
義

体
制
。
著
書
に
『
民
主
主
義
を
装
う
権
威
主
義 

世
界
化
す
る
選
挙
独
裁
と
そ
の
論
理
』（
サ
ン
ト

リ
ー
学
芸
賞
、
日
経・経
済
図
書
文
化
賞
、
ア
ジ
ア・

太
平
洋
賞
大
賞
受
賞
）『
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
を

め
ぐ
る
比
較
政
治
学
』（
共
著
）
な
ど
。

「
民
主
主
義
の
幸
福
感
」
は
終
焉
を
迎
え
る
の
か
。

選
挙
は
対
立
を
煽
り
、
民
主
主
義
を
切
り
崩
す
装
置
と
化
し
、

権
威
主
義
指
導
者
の
武
器
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う
。

今
年
、「
選
挙
」
は
世
界
の
政
治
体
制
を
揺
る
が
す
の
か
。

世
界
の
選
挙
を
多
角
的
な
分
析
枠
組
み
で
総
覧
す
る
。

選
挙
が
蝕
む
民
主
主
義
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る
。
か
つ
て
は
代
議
制
民
主
主
義
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
選
挙
が
、
あ

ら
ゆ
る
地
域
で
民
主
主
義
を
支
え
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
切
り
崩
す

要
因
に
さ
え
み
え
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
、
競
争
的
な
選
挙
は
民
主
主
義

を
支
え
る
政
治
制
度
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
か
。

民
主
主
義
へ
の
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
と「
選
挙
に
よ
る
民
主
化
」論

　

二
〇
二
四
年
現
在
、
国
政
選
挙
は
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
冷
戦

終
結
以
前
は
、
選
挙
で
複
数
の
政
党
が
競
合
し
て
い
る
か
否
か
が
、

民
主
主
義
体
制
と
権
威
主
義
体
制
を
分
け
る
試
金
石
で
あ
っ
た
。
現

在
で
は
、
世
界
の
九
割
近
く
の
国
々
が
、
野
党
が
競
合
す
る
選
挙
を

実
施
し
て
い
る
。
政
治
体
制
の
変
化
と
収
斂
は
、
冷
戦
構
造
が
崩
壊

し
た
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
始
ま
っ
た
。
社
会
主
義
経
済
化
を
進
め

る
一
党
独
裁
体
制
を
支
援
す
る
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
解
体
し
、
共
産
主

義
の
防
波
堤
と
し
て
機
能
す
れ
ば
抑
圧
的
な
権
威
主
義
体
制
で
も
積

極
的
に
支
え
て
い
た
米
国
の
対
外
援
助
政
策
が
、
民
主
化
支
援
へ
と

転
換
し
た
の
が
そ
の
一
因
だ
ろ
う
。
国
際
選
挙
監
視
団
の
受
け
入
れ

が
規
範
と
な
り
、
政
治
的
自
由
化
の
進
展
（
後
退
）
と
引
き
換
え
に

外
国
援
助
（
経
済
制
裁
）
を
行
使
す
る
西
側
諸
国
の
対
外
政
策
は
、

権
威
主
義
諸
国
に
競
争
選
挙
を
実
施
さ
せ
る
誘
因
を
も
た
ら
し
た
。

　

か
く
し
て
、
権
威
主
義
体
制
で
も
選
挙
の
実
施
が
な
か
ば
規
範
化

し
た
二
一
世
紀
初
頭
、
民
主
主
義
は
前
途
洋
々
に
見
え
た
。
競
争
選

挙
が
代
議
制
民
主
主
義
の
核
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
拡
が
る
先

に
世
界
の
民
主
化
が
あ
る
、
と
考
え
て
も
不
思
議
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
民
主
主
義
へ
の
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
（
幸
福
感
）
の
中
で
、イ
エ
ー

テ
ボ
リ
大
学
の
ス
タ
フ
ァ
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
ら
は
、
複
数
政
党
の

参
入
す
る
選
挙
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
を
促
進
す

る
、と
論
じ
た
。
選
挙
を
経
験
す
れ
ば
、政
治
家
や
市
民
は
選
挙
ル
ー

ル
に
適
応
し
、
そ
れ
を
学
習
す
る
。
選
挙
を
規
範
と
し
て
受
け
入
れ

る
。
ク
ー
デ
タ
ー
や
内
戦
な
ど
で
権
力
を
奪
取
す
る
傾
向
が
低
く
な

る
。
選
挙
の
敗
北
を
与
党
は
受
け
入
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
結
社
の
自

由
や
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
自
由
民
主
主
義

を
構
成
す
る
諸
要
素
も
改
善
す
る
。「
選
挙
に
よ
る
民
主
化
」
論
は
、

冷
戦
後
に
抑
圧
的
な
独
裁
体
制
が
次
々
に
民
主
化
し
た
一
九
九
〇
年

代
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
世
界
一
九
三
ヵ
国

（
一
九
一
九
～
二
〇
〇
四
年
）
を
含
む
統
計
分
析
で
も
支
持
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
「
選
挙
に
よ
る
民
主
化
」
論
が
提
唱
さ

れ
た
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
自
由
民
主
主
義
体
制
は
不
安

定
化
し
始
め
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家
が
登
場
し
、
権
力
濫
用
を

制
限
す
る
仕
組
み
が
攻
撃
さ
れ
、
人
々
の
権
利
と
自
由
は
脅
か
さ
れ

た
。
今
回
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
選
挙
の
よ
う
に
、
選
挙
で
体
制
の

強
権
や
不
正
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
与
野
党
対
立
が
顕
在
化
し
た
。

　

他
方
、
選
挙
を
定
期
的
に
実
施
す
る
権
威
主
義
諸
国
で
も
、
選
挙
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は
、
そ
の
統
治
基
盤
を
強
化
し
正
当
化
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
始

め
た
。
つ
ま
り
、
現
代
世
界
は
「
後
退
す
る
民
主
主
義
」
と
「
変
貌

す
る
権
威
主
義
」
が
交
錯
す
る
、
新
た
な
局
面
に
あ
る
。
新
た
な
時

代
に
選
挙
が
民
主
化
を
促
進
す
る
の
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
、
四
つ
の
視
点
か
ら
考
え
よ
う
。

民
主
主
義
世
界
の
政
治
的
分
極
化

　

第
一
に
、
国
内
が
二
つ
の
政
治
的
党
派
に
分
か
れ
、
両
陣
営
の
政

治
信
条
の
対
立
が
社
会
生
活
で
の
行
動
や
意
見
の
違
い
に
ま
で
影
響

を
与
え
る
「
政
治
的
分
極
化
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
進
行
し
て
い

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｖ

−

Ｄ
ｅ
ｍ
研
究
所
が
公
表
す
る
「
政
治
的

分
極
化
指
標
」
は
、
各
国
の
専
門
家
調
査
を
通
じ
て
、
政
治
的
意
見

の
違
い
が
社
会
関
係
に
影
響
を
与
え
る
度
合
い
を
測
っ
て
い
る
。
こ

の
指
標
の
世
界
平
均
を
時
系
列
で
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
政
治
的

分
極
化
の
度
合
い
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
急
速
に
高
ま
り
、

二
〇
年
代
ま
で
に
過
去
一
二
〇
年
で
最
も
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
。

　

選
挙
と
は
、
次
の
選
挙
ま
で
の
期
間
、
勝
利
し
た
政
党
や
政
治
家

に
権
力
を
全
面
的
に
委
任
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
政
治
的
分
極
化
は

選
挙
の
掛
け
金
を
引
き
上
げ
、
競
合
す
る
政
治
家
た
ち
は
妥
協
点
を

見
出
し
に
く
く
な
る
。
勝
者
の
政
策
が
敗
者
を
支
持
す
る
人
々
の
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
、敗
者
の
陣
営
は
選
挙
結
果
を
受
け
入
れ
、

次
の
選
挙
ま
で
待
つ
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
政
治
的
分
極

化
が
高
ま
る
と
、
国
政
選
挙
は
、
対
立
を
和
ら
げ
る
媒
介
で
は
な
く
、

利
益
や
政
治
信
条
の
対
立
を
煽
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ン
、そ
し
て
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
「
法
と
正
義
」
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
勢
力
の
台
頭
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
序
章
に
政
治
的
分
極
化
の
進
行
が
み
ら
れ
た
。
一
六

年
大
統
領
選
の
激
し
い
対
立
の
な
か
ト
ラ
ン
プ
が
僅
差
で
勝
利
し
、

二
〇
年
大
統
領
選
で
の
バ
イ
デ
ン
の
勝
利
を
否
定
し
、
そ
し
て
二
二

年
中
間
選
挙
で
分
割
政
府
が
出
現
し
政
策
が
行
き
詰
ま
っ
た
経
緯
に

鑑
み
る
と
、
選
挙
と
政
治
的
分
極
化
の
悪
循
環
の
自
己
強
化
は
と
ど

ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
一
一
月
の
米
大
統
領
選
挙
は
、
こ
の
政
治

的
分
極
化
と
選
挙
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
加
速
さ
せ
、
民
主
党
と
共

和
党
の
対
立
を
決
定
的
に
深
め
る
可
能
性
を
孕
む
。
米
国
と
同
様
に

深
刻
な
政
治
的
分
極
化
に
直
面
す
る
イ
ン
ド
や
メ
キ
シ
コ
の
選
挙
は

こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
れ
る
か
。
重
要
な
論
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
公
正
な
選
挙
」
の
世
界
的
行
き
詰
ま
り

　

第
二
に
、
複
数
政
党
が
参
入
す
る
選
挙
が
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
選
挙
競
争
の
公
正
さ
は
高
ま
っ
て
お
ら
ず
、
抑
圧
や
嫌
が
ら
せ
、
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票
の
改
ざ
ん
な
ど
の
選
挙
不
正
は
為
政
者
の
政
治
的
正
当
性
を
切
り

崩
し
て
い
る
。
各
国
で
ど
の
程
度
自
由
で
公
正
な
選
挙
が
行
わ
れ
て

い
る
か
を
数
値
化
す
る
Ｖ

−

Ｄ
ｅ
ｍ
研
究
所
の
「
公
正
な
選
挙
」
指

標
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
急
速
に
改
善
し
た
選

挙
の
公
正
さ
が
、
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
停
滞
し
、
近
年
は
悪
化
す
る
。

選
挙
が
暴
力
や
不
正
に
晒
さ
れ
れ
ば
、
人
々
は
そ
の
結
果
を
正
当
で

あ
る
と
考
え
ず
、「
選
挙
に
よ
る
民
主
化
」
効
果
は
毀
損
さ
れ
る
。

　

露
骨
な
選
挙
不
正
は
、
民
主
主
義
体
制
の
正
当
性
を
蝕
む
だ
け
で

な
く
、
安
定
し
た
権
威
主
義
体
制
で
も
為
政
者
た
ち
の
統
治
基
盤
を

切
り
崩
す
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
校
の
ジ
ョ
ン
・

ロ
イ
タ
ー
ら
は
一
六
年
ロ
シ
ア
議
会
選
後
に
サ
ー
ベ
イ
実
験
を
行

い
、
プ
ー
チ
ン
体
制
の
露
骨
な
選
挙
干
渉
が
有
権
者
の
体
制
支
持
に

い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
分
析
し
て
い
る
。
与
党
「
統
一
ロ

シ
ア
」
の
候
補
者
が
票
の
改
ざ
ん
や
買
収
、
あ
る
い
は
対
立
候
補
へ

の
嫌
が
ら
せ
を
行
っ
た
と
い
う
情
報
を
受
け
取
っ
た
有
権
者
は
、
そ

う
で
な
い
有
権
者
に
比
べ
体
制
支
持
を
減
ら
す
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ

の
効
果
は
与
党
を
熱
心
に
支
持
す
る
支
持
者
よ
り
強
か
っ
た
。

　

筆
者
の
近
著
『
民
主
主
義
を
装
う
権
威
主
義
』
も
、
選
挙
不
正
に

過
度
に
依
存
す
る
独
裁
者
た
ち
が
大
規
模
な
大
衆
抗
議
運
動
に
直
面

し
、
国
家
の
安
定
を
危
機
に
晒
し
て
き
た
こ
と
を
多
国
間
デ
ー
タ
分

析
と
中
央
ア
ジ
ア
の
比
較
事
例
研
究
で
示
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
多
く
の
資
源
を
割
く
プ
ー
チ
ン
は
、
露
骨
な
選
挙
不
正
を
組
織
し

て
大
統
領
選
挙
に
「
圧
勝
」
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
選
挙
不
正
が

い
か
に
行
使
さ
れ
、
そ
れ
が
プ
ー
チ
ン
体
制
の
安
定
性
を
切
り
崩
す

か
は
、
ロ
シ
ア
大
統
領
選
の
最
重
要
論
点
の
一
つ
と
な
る
。
ま
た
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
選
挙
で
は
す
で
に
抑
圧
や
不
正
が
広
く
観
察
さ

れ
た
が
、
今
年
選
挙
が
予
定
さ
れ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
不
安
定
な
権
威
主
義
国
で
、
為
政
者
が
ど
れ
ほ

ど
選
挙
不
正
に
手
を
染
め
、
野
党
や
有
権
者
が
そ
れ
に
ど
う
対
峙
す

る
の
か
は
、世
界
の
政
治
体
制
の
行
方
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

権
威
主
義
世
界
に
お
け
る
競
争
選
挙
の
道
具
化

　

第
三
に
、
選
挙
結
果
の
強
制
的
歪
曲
だ
け
で
な
く
、
競
争
選
挙
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
、
自
ら
の
体
制
を
堅
固
な
も
の
に
す
る
現
代

の
独
裁
者
た
ち
の
巧
妙
さ
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
代
の
独

裁
制
は
必
ず
し
も
暴
力
や
不
正
に
の
み
頼
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
強
制
的
手
段
の
コ
ス
ト
を
認
識
し
、
抗
議
運
動
の
勃
発
な
ど
の
副

作
用
を
恐
れ
て
「
最
終
手
段
」
と
し
て
用
い
る
。
可
能
な
限
り
不
正

の
少
な
い
選
挙
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
独
裁
者
に
と
っ
て
不
正
の
少
な
い
選
挙
を
行
う
こ
と
が
理
に

か
な
っ
て
い
る
の
か
。
公
正
で
自
由
な
選
挙
を
行
え
ば
、
国
際
社
会

の
信
用
を
勝
ち
取
れ
る
と
い
う
対
外
的
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
同
時
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に
、
不
正
の
少
な
い
選
挙
は
国
内
統
治
を
安
定
化
す
る
種
々
の
便
益

を
生
み
出
す
。
例
え
ば
、
不
正
の
少
な
い
選
挙
で
圧
勝
す
れ
ば
、
独

裁
者
は
自
ら
の
人
気
を
広
く
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ

る
い
は
選
挙
結
果
を
通
じ
、
与
野
党
が
ど
の
地
域
で
票
を
集
め
ら
れ

る
の
か
、
ど
の
与
党
政
治
家
が
有
能
で
あ
る
の
か
把
握
で
き
る
。
選

挙
に
よ
る
情
報
の
伝
達
と
収
集
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
世
論
調
査
が
十
分

信
頼
で
き
な
い
権
威
主
義
体
制
で
、
統
治
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

選
挙
と
独
裁
体
制
の
崩
壊
の
関
係
に
つ
い
て
多
国
間
統
計
分
析
を

行
っ
た
オ
ス
ロ
大
学
の
カ
ー
ル
・
ヌ
ッ
ツ
ェ
ン
ら
は
、
野
党
が
参
入

す
る
選
挙
を
行
う
権
威
主
義
体
制
は
、
そ
う
で
は
な
い
権
威
主
義
体

制
と
比
べ
て
、長
期
的
に
よ
り
安
定
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

競
争
選
挙
が
独
裁
者
を
助
け
る
装
置
と
し
て
機
能
す
る
と
す
れ
ば
、

「
選
挙
に
よ
る
民
主
化
」
論
の
前
提
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

今
年
は
、
ロ
シ
ア
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
っ
た
主
要

な
選
挙
独
裁
制
の
国
々
だ
け
で
な
く
、
複
数
政
党
が
競
合
す
る
イ
ラ

ン
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
民
主
主
義
が
急
速
に
後
退
し
選
挙
独
裁

化
す
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
い
っ
た
国
々
で
も
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
短
期

的
な
選
挙
結
果
だ
け
で
な
く
、
選
挙
が
長
期
的
に
ど
の
よ
う
に
権
威

主
義
体
制
を
支
え
る
の
か
注
視
す
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

権
威
主
義
と
民
主
主
義
、巧
み
な
選
挙
操
作

　

で
は
、
不
正
の
少
な
い
選
挙
で
の
圧
勝
は
い
か
に
可
能
か
。
露
骨

な
選
挙
干
渉
に
依
存
す
る
と
選
挙
の
情
報
便
益
を
得
ら
れ
な
い
ど
こ

ろ
か
抗
議
運
動
の
勃
発
や
体
制
の
正
当
性
の
毀
損
に
直
面
す
る
以

上
、独
裁
者
は
そ
れ
以
外
の
方
法
で
選
挙
に
勝
利
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
も
典
型
的
な
手
段
は
、
経
済
分
配
で
あ
る
。
選
挙
前
に
拡
張
的

な
財
政
政
策
を
採
っ
て
物
質
的
便
宜
を
与
え
、有
権
者
の
歓
心
を「
買

い
取
る
」
手
段
は
、
民
主
主
義
体
制
の
政
治
指
導
者
だ
け
で
な
く
、

選
挙
独
裁
制
の
為
政
者
た
ち
に
も
採
ら
れ
て
き
た
。
分
配
す
る
財
政

資
源
が
な
い
と
き
に
は
、
選
挙
制
度
を
操
作
す
る
。
筆
者
は
、
財
政

資
源
に
乏
し
い
独
裁
者
た
ち
が
、
小
選
挙
区
制
を
採
用
し
て
与
党
の

議
席
率
を
増
幅
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
多
国
間
統
計
分
析
で
示

し
た
。
あ
る
い
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ト
リ
ー

ズ
マ
ン
ら
が
示
し
た
よ
う
に
、
巧
み
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
検
閲
で
メ

デ
ィ
ア
空
間
を
歪
め
て
、
支
持
を
つ
な
ぎ
止
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

筆
者
は
早
稲
田
大
学
の
門
屋
寿
・
塚
田
真
司
と
共
同
で
、
六
七
ヵ
国

二
〇
万
人
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
い
か
な
る

選
挙
操
作
が
人
々
の
選
挙
の
公
正
性
認
識
に
影
響
を
与
え
る
か
検
討

し
た
。
選
挙
が
脅
迫
や
暴
力
な
ど
の
公
然
と
し
た
手
段
に
さ
ら
さ
れ

た
場
合
、
人
々
は
選
挙
が
公
正
な
も
の
で
は
な
い
と
答
え
る
傾
向
に



47

2024年 選挙の罠

あ
っ
た
。
他
方
、
メ
デ
ィ
ア
の
制
限
や
選
挙
管
理
委
員
会
の
統
制
、

野
党
登
録
の
恣
意
的
抹
消
と
い
っ
た
有
権
者
に
認
識
さ
れ
に
く
い
操

作
が
、
人
々
の
公
正
性
認
識
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

認
識
し
に
く
い
選
挙
操
作
が
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
切
り
崩

す
状
況
は
権
威
主
義
国
だ
け
で
な
く
、民
主
主
義
国
で
も
み
ら
れ
る
。

民
主
主
義
国
で
も
与
党
に
利
す
る
選
挙
ル
ー
ル
改
変
は
み
ら
れ
る

が
、
典
型
的
手
段
と
し
て
選
挙
タ
イ
ミ
ン
グ
の
操
作
が
あ
る
。
解
散

総
選
挙
を
発
動
す
る
権
限
は
多
く
の
国
で
首
相
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

た
め
、
政
権
維
持
の
道
具
に
使
わ
れ
や
す
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
ペ
ト
ラ
・
シ
ュ
ラ
イ
タ
ー
ら
は
、
議
院
内
閣
制
を
と
る
欧
州

二
七
ヵ
国
の
議
会
選
挙
を
分
析
し
、
前
倒
し
総
選
挙
が
与
党
の
得
票

率
と
議
席
率
を
大
き
く
し
政
権
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

選
挙
タ
イ
ミ
ン
グ
の
操
作
は
選
挙
法
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、

露
骨
な
選
挙
干
渉
と
比
べ
て
有
権
者
の
反
感
を
買
い
に
く
い
。
筆
者

は
、
門
屋
寿
と
高
知
工
科
大
学
の
矢
内
勇
生
と
共
に
、
五
八
の
民
主

主
義
国
三
四
万
人
の
有
権
者
を
含
む
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
統
計
分
析

し
、
選
挙
タ
イ
ミ
ン
グ
の
操
作
が
政
府
・
議
会
へ
の
信
頼
に
及
ぼ
す

効
果
を
推
定
し
た
。
解
散
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
直
後
で
も
こ
う
し

た
信
頼
が
統
計
的
に
有
意
に
減
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
長
期
的
に

は
信
頼
が
上
昇
す
る
傾
向
に
さ
え
あ
っ
た
。

　

分
析
結
果
は
、
選
挙
タ
イ
ミ
ン
グ
操
作
に
よ
る
多
数
派
形
成
が
効

率
的
な
政
策
形
成
を
促
す
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
有
権
者
が

認
識
し
に
く
い
選
挙
操
作
で
勝
利
す
る
こ
と
は
、
民
主
政
治
の
発
展

に
望
ま
し
く
な
い
。
機
会
主
義
的
な
解
散
総
選
挙
は
、
自
民
党
政
権

の
伝
家
の
宝
刀
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
政
治
資
金
問
題
で
自
民
党
政

治
の
行
き
詰
ま
り
が
み
え
る
今
、
い
か
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
総
選
挙

が
行
わ
れ
る
の
か
。
有
権
者
は
そ
の
政
治
的
動
機
を
精
査
し
、
自
ら

の
投
票
行
動
を
慎
重
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

競
争
選
挙
が
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
る
機
会
を
提
供
す
る
と
は
、

も
は
や
期
待
で
き
な
い
。
野
党
参
加
が
あ
っ
て
も
選
挙
不
正
が
広
く

観
察
さ
れ
る
。
不
正
の
少
な
い
選
挙
に
適
応
し
た
独
裁
者
た
ち
が
自

ら
の
統
治
を
堅
固
化
さ
せ
る
道
具
と
し
て
利
用
す
る
。
露
骨
な
選
挙

干
渉
の
コ
ス
ト
の
高
ま
り
か
ら
、
巧
み
な
方
法
を
用
い
て
選
挙
競
争

を
歪
め
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に
は
、
た
と
え
選
挙
が
自
由
か
つ
公

正
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
治
的
分
極
化
の
条
件
の
も
と
で
は
、
選

挙
は
政
治
勢
力
の
遠
心
化
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
代
議
制
民
主
主
義
を
採
る
以
上
、
選
挙
は
避
け

ら
れ
な
い
政
治
制
度
で
も
あ
る
。
現
代
世
界
の
競
争
選
挙
が
も
た
ら

す
問
題
点
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
い
か
に
し
て
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
。
今
年
の
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
で
得
ら
れ
る
教
訓

は
、
現
代
の
政
治
体
制
を
刷
新
す
る
た
め
の
機
会
を
も
た
ら
す
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
。
●




